
英語科寧習指導案
指導者 佐 藤 美 加 ・熊谷 綾

1 日 時  平 成 15年 9月 29日 (月)5校 時
2学  級  3年 3組 男子 10名  女 子 フ名 合 計 17名

3主  越  UNIT 4 An AmeHcan Rakugo―ka(東 京書籍 NEW HORIZON English Course 3)
4主 題について

UNIT 4は 、日本の伝統芸能である落語への関心を高める場面と中学生健が友人エレンを週末にアメリカ人落語家の公演に誘
い、落語を聞きながら日米のレストランにおける注文の違いの一例を知り1双方のX化 的コミュニケニションの違いに理解を深める
2場面で構成されている。言語材料は、UN町 4-Starttng outで は、「疑問詞キ不定詞」の形'意味B用法を学習し、表現(語すこ

と・書くこと)に重点をおく。Dialogでは、仮主語(Itに十形容詞十for■人+to十 動詞の原形～)を学習する。仮主語の学習は、
特徴的な文型として取り上|ずられており、導入の際はできるだけ具体的な使用場面を設定されることがのぞまれている。
Reading for Communica8onで は、英語で語られる小語を聞き、日米の文化的な違いを学習し理解する。また、言いたい内容
が英語で表現できない場合、ジェスチャーを使つて意味を伝えようする姿勢を持つことの大切さも学ぷ。UNIT 4は 、意思伝達の際
によく使われる重要な表現を学習するだけでなく、落語家の話す 『笑い』の中にも文化の違いをどのように受け■Lめ、受容して生活
しているかについても学ぶことできる教材であると考える。
生徒は、今年の4月から少人数クラスで英語の授業を受けている。クラス編成は、生徒指導面を中心に考えた。5月 に行われた

CRT(5段階評価)検査によると英語を得意とする生徒は3名′標準生徒は2名 、やや苦手とする生徒は9名′苦手とする生徒が2名
という結果でクラスの半数以上が英語を苦手としている傾向が見られる。4領域別でみると、「書くこと」が最も落ち込んでいる。「書
く能力」を向上させるためには音読練習と書き取り練習が不可欠と考え、リピーティングと小テスト行つている。また、教科の特性(他
との関わりが必要 )と英語を苦手とする生能でも必ず英文を声に出させたいと思い、ペアになっての会話活動を根業の初めに取り
入れている。これは互いに質問されて答えたことをまとめて最終的に1人ずつスピーチをする活動で全員が参加しなければならな
い。発表者への質問、スピーチの感想は簡単な表現であっても授業への関心・意欲・態度として評価されるので普手な生徒も意欲
的に参加している。そして、練習はベアになつて行われるのでどちらか一方がサポート役になるため、お互いに努力し学力が向上し
てぃる生徒も見られる。
指導にあたっては、少人数クラスとなリー人ひとりに教師が注ぐ時間は以前よりは確保されているが、授業で教師対生徒という形

に極端に陥らないよう他者との関わりを意識した活動をしたいと考えている。また、3年生ともなると、言語活動で使える文型の量が

増し、より深い内容を学習できるようになる。しかし、英語に苦手意識を持つ生徒にとつてはこの時期、rぁきらめ」の気持ちが先行
し、言語活動に積極的に関わるのを避けることも十分に考えられるので、Un性全般にわたり支援をおこなつていきたい。

5指 導計画(総時間数 9時 間)

(1)Starting Out(p.44)    I know how to use a fan.… ・81j・B………口B口1時間
( 2 ) D i a l o g       ( p . 4 5 )       I t  i s  d i t t c u l t  f o r  m e  t o  u n d e r s t a n d 」 a p a n e s e B 口

, ・ 口 ・ 口
2 時 間 ( 本 時 1 / 2 )

( 3 ) R e a d i n g  f o r  C o 山 m u n i c a d o n ( p p . 4 6 - 4 フ ) …
B ・ B  I I … … Ⅲ ・ … … 日 ● … ● 口 ●

2 時 間

(4)日stening Plus 4(p.49) 落語家ビル・クラウリー……・・日●と口●い…….…1時間

(5)Speakino Plus 3(pp.50-51)道案内………口…・……………………1時間
(6)単元の評価・…口…………口・……ロロ……Ⅲ・ロコ……………1時間
(7)捕充口深化ロロ………・=B日・・・Ⅲ…・・̀:・…………………口1時間

6評 価計画(別項)

7ボ 時の達成目標
(1)仮主語の文型を理解し、車しい英文を作ることができる。
(2)仮主語の文型を使い質問と応答ができ、情報を集めることができる。

本時の指導の構想

本時は、「仮主語の構造を理解させる」「仮主語の文型を使い、質問ができる」「情報を基に英文をつくらせる」の3つに取り組ませ

て新文型の用法に償れさせたいと考えている。仮主語の文法説明は、複雑になりやすいので詳しい14説は次回に行うことにして本

時の指導では、新文型の用法に慢れさせる活動に力を入れたい。                 ・

導入場面では、生徒のスピーチを入れ、英語を学ぶ界田気づくりをしたい。学習課題の提示は、生徒の身近な話題を題材に教師
対生徒のやりとりを通じて号1きだしたいと考えている。
1展

開場面では、最初に基本文型の構造に慣れるためのパタンプラクテイスと意味の確認を取り入れ、苦手意識を持つ生徒たちが

言語活動に入りやすくするための基礎をつくりたい。最初の言語活動には Structure M8路ning G3meを 取り入れ、基本文型の

構造の理解を図る。また、この活動は、全員が授業に参加し協力なしでは成立しないので「自分が参加しなければならない」という
気持ちを持たせたい。基本文型を理解できたところで、「対話活動」から「情報」を得て、「英文に書きかえる」活用的学習に入る。仮
主語での自然な対話活動を行うことに難しさがあちたたあ第1時間目は、教師が作成した指示カードを使用しての活動という場面を
設定した。生徒1人1人が指令書に書かれてある内容で活動するが個人のインタビュー活動になるため声が不明瞭になる可能性
が予想されるので指示をはつきりと出したい。あくまでも言業を使うときは「相手との関わり」があることを考えさせたい。
まとめ部分では、ディクテーションを行い本時の学習が理解されているか碓かめ次時の指導の目安としたい。

本時の評価の観点

(1)仮主語の文型を理解し、正しい英文を作ることができたか。
(2)仮主語の文型を使い質問と応答ができ情報を集めることができたか。



9,本 時の展開
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間

学 習 活 動 評価の観点,方法 指導上の留意点B支援の方法

(0指導上の留意点 ◇支援の方法)

教材口教具等

導

入

学

習

課

題

の

設

定 １０
分

1,英語で教師と会話をする。

2.スピーチをする。

3.今 日の学習課題を確認する。

新しい文型を使つてクラスの3人から情報を得よう

2.ボランティアは大いにほめた
い 。

3.0既 習の形容詞であつても意

味の確認を行う。

◇想起が困難な生徒のために

短文でのやりとりと日本語を織

りまぜて課題導入をイ子う。

学習課題紙板書

，　

　

展

闘

…

課

題

追

求

課

題

角手

決

３５

分

4。本時の基本文の意味と文型の

確認をする。          ,

6.正しい英文をつくることが

でき

〈理解/言 語B発表〉

A素 早く英文を完成し、正確

に読むことができる

B英 文を完成し、声に出して

英文を読むことができる

フコ基本文型を使い質問と応

できる

く表現/理解B観察/指名〉

A指 示カードに書かれてある

内容を素早く自分の力で質問

し、聞かれたことにすぐ応答で

きる。
目 指示カードに書かれてある

内容を学習プリントを参考に質

問でき、応答できる。

4.O文 法的な説明は簡潔に済

ませるが、「it」は訳さないこと

と「to」の後ろに主題が書かれ

るというところは説明する。

O応 答の仕方は、短縮した形を

教えるが、後ろに詳しい内容が

続いていることにふれる。

5,O口 頭線習を十分にさせ文

型に慣れさせる。

◇一斉練習の後1主個別に読ま

せ、意味の確認を行う。

6.◇下位の生徒にはグループ

のlPa力を得ながら取り組ませ

る。

フ.O質 問の前に「すみません。

質問してもよいですか。」「もちろ

ん」をいうように付け加える。

◇質問のある生徒は活動前聞

きに来るようにいう。

◇発表者の英文を聞き逃した場

合は、再度発表させ間き取らせ

る。   ‐

代名詞カー ド

不定詞カード

学習詞ブリント

単語カード

指示カード

|

It iS形容詞 fOr tt  to動 詞原形R

IS it形容詞 fOr tt  to動 詞原形?
一 Yes′ it is,
一 No′ it iS not,

5,既 習/未習の形容詞、代名詞、

不定詞の意味を確認しながら口頭

線習をする。

6.Activityュ

①各グループの一人ひとりが単
語の書かれているカードを持ち、
協力しながら一つの文をつくる。

②出来上がった英文を黒板に貼
りつけ席に戻る。

③全グループの活動終了後、指
名し音読と意味の確認を行う。

7. Activity 2

①教師が生徒一人ひとりに指示
カードを渡す。
②生徒は指示された内容をクラ
スメイト3人にインタビューし、情
報を集める。    ｀
③インタビュー終了後、席に戻り
3つの英文を作る。

④指名で英文を読ませる。

⑤英文の読み上げ終了後、発表
された内容が聞き取れているか
クラスにたずねる。

終

　

末

ま

と

め

５

分

8`本 時の学習を振り返る。
8.本時の基本文型を使つた

英文を聞き、書き取りと日本

語訳をつけることができる

(理解ロディクテーション〉
A 話 される英語を聞き取り、

和訳もできる。(間違えた箇所

が英/和含め2カ所までがA)

B話 される英語を聞き取り、

和訳もできる。(間違えた箇所
が実/和含め3カ所までが B)

8・◇ディクテーションのときの英

文の読み上げは、3回 行い、2

度目からはゆつくりと読む。

Oあ いさつ終了後、ディクテーシ

ョン用紙とワークシートを回収す

る。

ディクテーション

用紙

ディクテーションをする
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時 指導内容
評 4面 項  目

軍ミュニケーションヘの
問ド、口吉船 8能産

表現のF旨力 理角尋の有2カ 富請 や 文 化についての
各B:耕,こ塵徹こ

1

Ot疑 間調十不足調」の文の
形口意味・用法を理解させ、そ
れを運用させる。

O疑 間詞キ不足詞を
用いての言語活動に
意欲的に取り組む。

rを目豆望1

0イ 疋ヽ調を官む表現
を使つて自分の知りた
い方法について話した
り、尋ねる。
ri=軸 口呵 _ヵ じ_に 1

興景否セ 豊客
取る。

rギノう手――やノ月`ノ1

10」基不 Xの 碍道を埋幣
し、正しい語順で文をつ

くる。

rこ諭 口町_ぅ し_に ヽ

２
　
本
時

O週 末に英語の落語を聞き
に行こうという題材を取り上げ
る。仮主語の表現を導入し、
運用させる。

◎「・・・にとってやする
のは一ですか。」という
表現を用いて、インタ
ビューし、その答えを
英文にする。

rモ 毒h = 4 B室 1

◎rt`・にとって～する
のは一ですか。」という
質問に答える。

「を目E望口母単ヨし1 r活動・率菜】

を

で

仮
解
文

◎
理
英

3

0週 末に英百きの落請をFFHき
に行こうという超材を取り上1ザ
る。ペアで対話文を晴唱す
る。

0へ /で防刀し【二人
分の対語文を暗唱し、
会話の内容を考えな
がら発表する。

【観察日発表】

O対 話の内容に目分
たちなりのジェスチヤ
ーをつける。

Ｔ
の

り
味

Ｘ
」思

rギノう手土彰ョラヽ
【観察口発表】

ル
ム

の
ズ

英
ル
あ

◎

一
の

４

・

Ｓ

用
話

便
小

の
た

ま

し鎌駒
柳

◎英語で語 られる小
話を読んだり、聞いた
りして内容が理解でき
る。

【活動」発表】

0日 米のレストランにお
ける注文 の仕方の違い

を知る。

::lc占古gi「景!!:i必ti皇ぃ
を理解する。

r 率莱1

6 獄矛職 坐銅ヱ桟↑
◎メモをもとにクラウリ

事墓讐紀
自己紹介記

r客自卓ヨ.客とヨじ1

◎インタヒューを聞香
メモをとる。

rリスニング・発表】

7

0ペ アで栃 刀して対話
文を暗唱する。

r節 盛 .率 第 1

0日 阿地まで栞り物で
の行き方を尋ねる。

rロールプレイ可

◎尋 ねてきた相 手 の

目的地までの交通 手
段を

常野fれ プレイ】

8

表
機
げ卿る表現、処

０
る
シ
有

一
す

〇アンケートに答え吉
情を書くも

r都客 B率弟1

0機 円取 選 の景 点を
聞き取る。

rを目室 口基 嘉 ヽ

9

O単 元のまとめ
まとめテスト

で
つ中分で考ぇ、一　的

〕中くる。

◎長叉を読 み、尋ね ら
れたことについて、読
みとる。

r予スト】

◎1疑 問詞 キ不足調」
や仮主語の構文を理解
し、日本文にあうように
正しく並べ換える。

「手スト】

10 崩稗l蛤勤鍬紀督影だ幹
置詞、副詞の復習を取り上げ
る。    ′    ′

   ‐

◎ピ熟Fx別問題にItR
り組む。

r「7 _ぅ 彰_卜 1



の

課と1習品れ橋t科窪

旨誹韓鞠摯推
〈表現の能力〉

免F髪劉靴1号普裏晶蟹
自分の力で英文を作り出して
いる。

B基 本文を参考にしながら質
問し、意味のとおる英文を自分
の力で作りだしている。

里蟹嬰課峯喬罹聖!暫桑尋巴
と作れる。
(支援の方法)
活動までに使用する語の発音練

事景罵躙 子行
い、'言動しや

O仮 主語の構造に慣れさ
せる場面

く理解/言 語〉
A 素 早く英文を完成し、正
確に読むことができる。

B 英 文を完成し声に出して
読むことができる。

C 語 順をよく理解していないため
並べかえのとき戸惑いが見られ
る。 l     t

挙所重9吾済携力を得ながら取り
組ませたい。

２
本
時

9歴戦 舗 納
離

あ
質

て
で

れ
カ

か
夕の

書
分

に
自鋤嘩宗車

容を学魯ダ振客参碁終畳簿景彗骨iftti昌景審営早キ針
!ず年ら

籍勲孵 |こ亭間
に来るよ?に

〈整1角卒〉
A 質 問されたことを仮主語

ぢ
つて言羊じ〈答えるこ 辞

誌
い
答

つ
て

こ

し
出
に ]モ営暑岳暑号

な

昨を
「

着定
一

の動
【帥帥一

〇
認
一

B 話 される英語を聞きとり、

課腎ラ英書弔晶媚斬尋柔多
箇所

C 話 される英語が聞き取れても

Щ暑昏2宮:営暑3拳既乳暑
3

0報 科雷の対話又をもとに
してペアで対話文を考え、
発表する場面

|

(表現の能力〉

王望 郭歌 (設 笑多挫 懇
ど)自然なイントネーションで
会話することができる。

じ自分のハートを昭唱し、日孫
なイントネーションで会話する
ことができる。

じ 対 話 Xの 流 Tbをつ コ` んに上 で

不十分な発音でも表現しようとして
いる。

〈支援の方法〉
本文を精読させて内容を理解させ
ながら自分のパートが暗唱できる
土あ指愛オス本

４

コ

５
桜納
艦
助雛
制
る。

B裏 話の小話を読み、示した
要点の内容が読みとれる。ま
たフオニツクネのルールをほぼ
理解し、本文の内容を意識した
音読ができる。

塁秀と売春FF平
みとろうとするが

く支援の方法〉文をフレーズに区切

老ゴ
分中

に
下
させ全体を理解させ

呈♂戦偽聯 韓黒渋軍書
読している。

線誓電柔集類好発のルールを樺
lちて取明補士十ス^

6

Oイ ンタビユーを聞音メモを
とる場面

〈理解の能力〉

A不 した実 点以外 の内容も聞
き取れる。

じ 不 した景 鳥 の 四谷 刀` 同啓期

れる。
C  示 した実 点を聞言収 ろつとする

ぞ稲 iを渡し′聞き取
っ■ 内央 弁揮 あさ十 る ^

7

段
る

手
す

地
た

ｍ
ね

目
尋
面

Ｏ
を
場 言漂署詐ギ鮮乳≧舌

加える。

b日 舛g,ハートをは言唱し、日終
なイントネーションで会話する
ことができる。

C対 誌文 の 流 れをつかれた上で
不十分な発 音でも表現 しようとす
る。     :‐    |

響蕃恭雪督雰あ摺 薙摺馨喜
るようにキ旨ど蔓するへ

8

0コ ミュニケーシヨンで四う
たときや苦情を伝える場面

Bコ メント部分の空1闘に入る語
を想起し辞書や教科書を用い

轟雛館艶、コミュニケ
ーシ当ンの際の有用表現を理
解できる。

C コ メントの空1間にはいる語を想
起できない。

(支援の方法〉
アンケートに書かれてある3つ の
ポイントを理解させてから、空所に
はいる語を考えさせる。

9

の
場

４
ス

Ｈ
デＵＮ能

０
定
面

A UU NIT4で 字習した内容
のテストで フ割以上の得点が
とれる。

B字 習した内容のテスドで 6
割の得点がとれる。

C テ ストで 4吾1に稿たない。
〈支援の方法〉'

「部分的な和訳」「部分的な英言R」
問題は確実に解かせるため、その
場で説明を加えながら問題に取り
細吉十ス_

10

υ Reading fo「cOFnmunicaHon
で扱われている既習文法を
難易度別の問題で確認す
る場面

偽ざ督パ話1 蘇離ぽ寄
分的費訳問題」③「チャレンジ
問題」まで十分にすすむこと
ができ■^

B難 易度間連の②の段階まで
解答できた。

C① の段階でとどまつている。
〈支援の方法〉

①の問題を確実に解かせるため、
その場で説明を加えながら問題に
酌じ1孫日吉十ス_
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【打】感想を述べる形容詞を確かめよう

g θθ」`済レlノ  え ′r 7 rかもしろιり  伽 た解 ιιリ

e a S /街 亨なノ 加ηo′竹帰は(重要巧4‐ノ わⅢr e s t′帰夕てかうとちιリ

使 cessar/t必 要宅芳ノ

【2 】文型のまとめ

肯定文

It is easy/ rfor me  / to understand/」 apanese,

( 簡単 です) ( 私 にとって) ( 理 解 すること) ( 日 本 語 )

肛田 酷田 濫隠
詳 しく説 明する語

3apanese

疑問文

I s  i t  e a s y / f o 「h i m  / t o  u n d e r s t a n d / 」a p a n e s e ?      |

(簡単ですか)(彼 にとって)(理 解すること) (日 本語)

電圏 瑠 臣チ
詳 しく説 明する語

」apanese

Yes lt is easy for him to undersとand」a,anese.

〃ιιl文ゴを使つてクラスのθス方ヽら宕新を存よう

Dた胸伊θ幻

☆話 され る英 文を聞き、(

訳 を書 きましょう。

)内に単‐語を―害 吉文 を完 成 しなさい。 に は 日本 語

(

意 味 :

)English

Name

☆今 日の授業の感想を書きなさい。

つたわな′θ帰

☆ 話され る英 文を聞 き、(

訳 を書 きましょう。

)内に単語を書き文を完成しなさい。 には 日ラ末景吾

(

意 味 :

)Engiish

☆ 今 日の授 業 の感想を書 きなさい。

N3me

No  lt is ROt eaSy for him to understand」 apanese              l


